
＜参加メンバー＞ 5人（男性 3 人、女性 2 人）       ＜天 候＞ 曇り 

 

＜ コ ー ス タ イ ム  ＞ 

須磨浦公園駅 9：40～9：45 敦盛塚～10：07 鉢伏山上駅(ﾛｰﾌﾟｳ

ｪｲ)～10：18 旗振山～10：35 一ノ谷下山口分岐～11：00 逆落し

想定場所～11：18 安徳帝内裏跡～11：33 逆落し想定場所 2～

11：40一ノ谷戦の濱碑～11：50ベルトコンベア跡～12：00「須

磨浦漁船だまり」緑地 12：20～13：00 須磨寺 14：00～14：10

須磨寺駅  4.5H 8Km 

六甲の山並みが西へ向かって高度を下げていき、ついには須磨の鉢伏山で

断崖となって海に入る。古来この場所は波打ち際まで崖が迫り往来は険しい

ため山陽道は北に大きく迂回していた。こんなﾛｹｰｼｮﾝのため｢すま｣は畿内の

｢すみ｣から転じたとも。世に知られる源平一ノ谷の戦はこの鉢伏山の麓や海

辺で繰り広げられ、｢逆落し｣や｢青葉の笛｣の物語を生んだ。今回は特に義経

の逆落としの場所をこの目で確かめたく、鉢伏山～鉄拐山の尾根道から急坂

を下り義経を追体験し、「戦の濱」や須磨寺に遺る「青葉の笛」を見た。須磨

ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱも神戸市の一大事業の遺産として後世に誇れるものだ。 (Gi)

 
 

     

須磨浦公園駅からスタート  敦盛石造五輪塔  ロープウェイで鉢伏山へ 

     

ロープウェイから合戦の場所を見渡す  旗振山  一ノ谷分岐 右へ 

     

分岐の標識  分岐の標石、右鉢伏山 左内裏跡  逆落しへ向かう、義経の進軍路？ 
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逆落しの想定場所  逆落しの想定場所。当時は木が茂っていた？  安徳帝内裏跡伝説地 

     

安徳宮  浜近くの急な崖、ここも逆落しの想定場所。  源平史跡 戦の濱 

     

古戦場の想像図  須磨浦の浜  須磨ベルトコンベア跡の碑が埋まっている 

     

山を削りその土でﾎﾟｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞなどを造成した  須磨浦漁船だまりで昼食  須磨寺三重塔 

     

  敦盛塚（首塚）  須磨寺本堂 



     

  平敦盛と熊谷直実の一騎打ちの場面  平敦盛 

     

熊谷直実  ｢源平合戦と須磨寺｣解説 1  ｢源平合戦と須磨寺｣解説 2 

     

「青葉の笛」厨子  右「青葉の笛」、左「高麗笛」  ｢笛の音に波もより来る須磨の秋｣ 蕪村 

     

須磨寺案内図  仁王門  仁王力士（運慶および湛慶の作） 

     

仁王力士（運慶および湛慶の作）  龍華橋にて、右奥は仁王門  須磨寺駅到着 
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